
一　

般　

質　

問

待
機
児
童
問
題

解
消
の
取
り
組
み
は

丸
亀
城
整
備

募
金
を
活
用
し
て
は

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
開
催
で

ふ
る
さ
と
教
育
を

食
育
リ
ー
ダ
ー
育
成

市
は
何
を

　

川
田
議
員　

さ
ぬ
き
浜
街
道
４
車

線
化
な
ど
、
今
が
丸
亀
駅
北
部
の
に

ぎ
わ
い
創
出
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

防
災
機
能
を
備
え
た
大
型
施
設
を
誘

致
し
、
回
遊
観
光
で
き
る
よ
う
な
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
考
え
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

市
北
部
は
交
通

ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
規

模
施
設
が
立
地
す
れ
ば
、
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
エ
リ
ア
の
魅
力

や
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
、
議
員
提
案
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
一
つ
の
選
択
肢

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面

は
今
あ
る
地
域
特
有
の
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
丸
亀
駅
北
部
の
魅
力
や

価
値
を
高
め
た
い
。
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横
川
議
員　

本
市
の
待
機
児
童
、

隠
れ
待
機
児
童
の
推
移
は
。
ま
た
、

原
因
の
分
析
と
解
消
に
向
け
た
努
力

に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
ど
も
未
来
部
長　

本
市
の
待
機

児
童
数
は
、
平
成
26
年
度
末
以
降
は

０
人
だ
が
、
他
に
入
所
可
能
な
施
設

は
あ
る
が
特
定
の
施
設
を
希
望
す
る

場
合
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
隠
れ
待
機

児
童
は
、26
年
度
末
で
１
６
１
人
、27

年
度
末
で
１
５
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域

ご
と
の
保
育
施
設
の
整
備
や
保
育
士

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
た
め
、
隠
れ
待
機
児

童
解
消
に
向
け
、
こ
ど
も
未
来
計
画

に
基
づ
き
施
設
整
備
や
保
育
士
の
確

保
に
努
め
る
。

　

神
田
議
員　

丸
亀
城
石
垣
の
改
修

工
事
が
予
定
さ
れ
、
膨
大
な
費
用
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
整
備

の
際
に
募
金
や
寄
附
を
活
用
し
た
姫

路
城
や
熊
本
城
な
ど
の
例
を
参
考

に
、
丸
亀
城
で
も
お
城
を
好
き
に
な

っ
て
も
ら
う
仕
掛
け
を
含
ん
だ
募
金

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

本
市
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
基
づ
く
寄
附
金
を
丸

亀
城
整
備
に
も
活
用
し
て
い
る
。
気

軽
に
行
え
る
募
金
の
例
は
全
国
的
に

も
少
な
い
が
、
募
金
し
た
人
に
グ
ッ

ズ
や
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
す
る
こ
と

は
、
丸
亀
城
に
関
わ
れ
る
仕
掛
け
と

し
て
有
効
で
あ
る
。

　

今
後
、
事
例
な
ど
調
査
し
、
寄
附

や
募
金
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

Ｑ

ＱＡ

Ａ

石垣修復が進む丸亀城

　

片
山
議
員　

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
の
基

本
に
は
教
育
が
あ
る
。
サ
ミ
ッ
ト
開

催
が
本
市
の
学
校
教
育
に
ど
う
活
か

さ
れ
る
か
。

　

教
育
長　

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は

丸
亀
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
郷
土
の
歴
史

や
文
化
を
学
ぶ
と
い
う
ふ
る
さ
と
教

育
に
は
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、
教
師

自
身
の
丸
亀
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
丸
亀
藩
校
史
の
講

演
会
を
開
催
し
た
り
、
多
く
の
子
供

た
ち
や
保
護
者
が
見
た
り
で
き
る
よ

う
藩
校
の
歴
史
を
学
ぶ
展
覧
会
の
開

催
を
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
丸
亀
の
未
来
を
担
う
人

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

Ｑ

　

福
部
議
員　

第
一
次
世
界
大
戦

時
、
本
市
の
塩
屋
別
院
や
鳴
門
市
の

坂
東
俘
虜
収
容
所
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜

が
収
容
さ
れ
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
鳴

門
市
は
資
料
な
ど
の
世
界
記
憶
遺
産

へ
の
登
録
を
目
指
し
て
お
り
、
本
市

も
観
光
効
果
な
ど
を
期
待
し
、
連
携

し
た
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

塩
屋
別
院
に
収
容
さ

れ
て
い
た
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
は
、
後
に

坂
東
俘
虜
収
容
所
に
移
送
さ
れ
、
日

本
で
初
め
て
第
九
の
演
奏
を
行
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

現
在
も
鳴
門
市
と
は
様
々
な
形
で
交

流
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
交

流
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。

Ａ

待機児童の出ない保育環境を

　

松
浦
議
員　

全
市
民
を
対
象
と
し

た
食
育
を
市
職
員
だ
け
で
行
う
に
は

限
界
が
あ
る
。
本
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
現

在
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
食

生
活
改
善
推
進
員
約
２
７
０
人
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
育
推
進
活
動
を

し
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
を
対
象

に
３
種
類
の
研
修
を
行
い
、
食
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
知
識
な
ど
も

習
得
し
て
も
ら
い
、
幅
広
い
年
齢
層

の
市
民
、
ま
た
地
域
で
の
食
育
の
普

及
・
啓
発
を
行
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

も
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
食
育
推
進
の

た
め
に
創
意
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
。

ＱＡ

ふ　
り
ょ

Ａ



一
　
般
　
質
　
問

新
浄
化
セ
ン
タ
ー

再
生
エ
ネ
導
入
を

地
方
公
会
計
で
見
え
る

本
市
の
課
題

改
正
障
害
者
総
合
支
援
法

市
の
対
応
は

　
松
浦
議
員
　
全
市
民
を
対
象
と
し

た
食
育
を
市
職
員
だ
け
で
行
う
に
は

限
界
が
あ
る
。
本
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
現

在
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
食

生
活
改
善
推
進
員
約
２
７
０
人
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
育
推
進
活
動
を

し
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
を
対
象

に
３
種
類
の
研
修
を
行
い
、
食
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
知
識
な
ど
も

習
得
し
て
も
ら
い
、
幅
広
い
年
齢
層

の
市
民
、
ま
た
地
域
で
の
食
育
の
普

及
・
啓
発
を
行
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

も
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
食
育
推
進
の

た
め
に
創
意
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
。

　
藤
田
議
員
　
現
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
に
伴
い
、
施
設
の
建
て
替
え

は
決
定
し
て
い
る
。
新
浄
化
セ
ン
タ

ー
建
設
の
際
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
設

備
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
市
長　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下

水
や
下
水
汚
泥
の
処
理
過
程
で
発
生

す
る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

が
可
能
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
下
水

道
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
取
り

組
む
事
例
は
数
多
く
あ
る
。

　

下
水
汚
泥
の
活
用
に
は
資
源
と
し

て
の
再
利
用
と
発
電
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
が
あ

る
た
め
、
今
年
度
実
施
す
る
基
本
設

計
の
中
で
、
こ
れ
ら
新
技
術
の
事
業

化
の
可
能
性
に
つ
い
て
最
終
的
な
方

針
を
決
定
し
た
い
。

ＱＡ

　
国
方
議
員
　
地
方
公
会
計
を
活
用

し
た
財
政
分
析
指
標
の
追
加
や
指
標

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
総
合
的
な
分

析
の
導
入
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
市
長　

新
財
務
書
類
で
は
、
国
の

統
一
的
な
基
準
に
基
づ
き
全
自
治
体

が
作
成
す
る
こ
と
か
ら
、
類
似
団
体

と
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。

　

本
市
の
財
政
状
況
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
国
が
示
す
様
々
な
分
析

手
法
を
駆
使
し
、
客
観
的
な
分
析
を

通
じ
て
本
市
の
現
状
や
課
題
を
洗
い

出
し
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
分
析
結
果
は
市
民
に

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
周
知
し

た
い
。

Ｑ

Ａ

建て替え予定の市浄化センター

　
尾
崎
議
員
　
改
正
さ
れ
た
障
害
者

総
合
支
援
法
は
、
応
益
負
担
や
サ
ー

ビ
ス
の
後
退
が
心
配
さ
れ
る
。
本
市

と
し
て
、
市
民
を
守
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　

障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
増

加
な
ど
、
障
害
者
に
対
す
る
環
境
や

状
況
は
変
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
年
で
の
法
律
見
直
し
や

本
市
の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
地
域

で
生
活
す
る
障
害
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
検
討
し
、

今
後
も
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

ＱＡ

ヘルスメイトの調理実習

2016.8 10 No.62

本会議インターネット中継！本会議インターネット中継！本会議インターネット中継！
市議会本会議の生中継と録画配信をしています。
中讃ケーブルテレビの放送もハイビジョン化！
さらに見やすく、いつでも見られる市議会を目指します。

クリック

市ホームページ
トップ左列 ◉丸亀市議会 →　　インターネット中継（外部リンク）▶



生
涯
設
計
な
ど

市
民
へ
奨
励
を

一
　
般
　
質
　
問

18
歳
か
ら
の
政
治
参
加

市
の
取
り
組
み
は

（内 容）

（趣旨）………………
（理由）………………
　　　　………………
　　年　月　日
　　　　　住所
　　　　　氏名　　㊞
　丸亀市議会議長
　　　　○○○○様

（表 紙）

○○に関する請願
　　　　　（陳情）

紹介議員　氏　名　㊞

（　　　　）陳情には紹介議員は
必要ありません。

　
佐
野
議
員
　
今
後
の
負
担
を
明
確

化
す
る
た
め
に
も
、
終
活
や
生
涯
設

計
を
全
世
代
に
考
え
て
も
ら
う
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
市
長
公
室
長　

将
来
へ
の
不
安
に

対
応
・
準
備
す
る
た
め
、
人
生
百
年

時
代
を
想
定
し
、
高
齢
者
だ
け
に
限

ら
ず
、
全
て
の
世
代
が
自
ら
の
生
涯

設
計
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
文
科
省
は
、
高
齢
者
が
第
２

の
人
生
を
明
る
く
安
心
し
て
生
活
す

る
た
め
の
終
活
の
必
要
性
を
う
た
っ

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
本
市
で
は
、
市
民
学
級

と
し
て
終
活
講
座
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
が
、
今
後
も
講
座
内
容
の
充
実

に
努
め
、
終
活
や
生
涯
設
計
を
全
世

代
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

ＱＡ

　
松
浦
議
員
　
全
市
民
を
対
象
と
し

た
食
育
を
市
職
員
だ
け
で
行
う
に
は

限
界
が
あ
る
。
本
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
現

在
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
食

生
活
改
善
推
進
員
約
２
７
０
人
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
育
推
進
活
動
を

し
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
を
対
象

に
３
種
類
の
研
修
を
行
い
、
食
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
知
識
な
ど
も

習
得
し
て
も
ら
い
、
幅
広
い
年
齢
層

の
市
民
、
ま
た
地
域
で
の
食
育
の
普

及
・
啓
発
を
行
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

も
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
食
育
推
進
の

た
め
に
創
意
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
。

　
内
田
議
員
　
選
挙
権
年
齢
の
引
き

下
げ
に
よ
り
義
務
教
育
課
程
で
の
政

治
参
加
教
育
が
求
め
ら
れ
る
が
。

　
教
育
長　

満
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
選
挙
権
年
齢
を
見
据
え
、
選
挙

制
度
に
つ
い
て
の
学
習
内
容
か
ら
、

選
挙
を
通
じ
た
政
治
の
意
義
に
も
触

れ
る
学
習
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
各

校
で
研
修
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
学
習
を
通
し
て
、
主
権
者

と
し
て
社
会
の
中
で
自
立
し
、
他
者

と
連
携
、
協
働
し
な
が
ら
、
社
会
を

生
き
抜
く
力
や
地
域
の
課
題
解
決
を

社
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
担
う

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
お
互
い
に
連
携
、
協

働
し
な
が
ら
、
多
様
な
取
り
組
み
が

展
開
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

ＱＡ

　
尾
崎
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員
　
改
正
さ
れ
た
障
害
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総
合
支
援
法
は
、
応
益
負
担
や
サ
ー

ビ
ス
の
後
退
が
心
配
さ
れ
る
。
本
市

と
し
て
、
市
民
を
守
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　

障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
増

加
な
ど
、
障
害
者
に
対
す
る
環
境
や

状
況
は
変
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
年
で
の
法
律
見
直
し
や

本
市
の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
地
域

で
生
活
す
る
障
害
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
検
討
し
、

今
後
も
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。
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請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

請
願
・
陳
情
は
、
市
民
の
意
見
や
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
権
利
で
す
。

　

市
議
会
へ
請
願
・
陳
情
を
提
出
さ
れ
よ
う
と
す
る
方
は
、
次
の
要
領
で
作
成

し
、
議
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
複
写
し
た
も
の
で
は
な
く
原
本
）。

●
件
名
、
趣
旨
、
理
由
、
提
出
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
（
法
人
や
団
体
の
場

合
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
）
を
書
い
て
押
印
し
、
あ
て
先
は
丸
亀
市

議
会
議
長
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
請
願
（
陳
情
）
者
が
２
人
以
上
の
と
き
は
、
代
表
者
を
決
め
て

く
だ
さ
い
。

●
請
願
に
は
、
１
人
以
上
の
紹
介
議
員
を
必
要
と
し
、
そ
の
署
名
・
押
印
が

必
要
で
す
（
陳
情
に
は
紹
介
議
員
は
不
要
）。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
者
は
、
議
会
で
趣
旨
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
議
会
基
本
条
例
第
10
条

第
１
項
）。

●
場
所
等
を
明
示
す
る
場
合

は
、
必
要
に
応
じ
て
略
図

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
務
処
理
の
都
合
上
、
用

紙
の
大
き
さ
は
A
4
版
で

お
願
い
し
ま
す
。

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
定
例
会
開
会
の
５
日

前
ま
で
に
提
出
い
た
だ
い

た
も
の
は
、
原
則
と
し
て

そ
の
定
例
会
中
に
審
査
さ

れ
ま
す
。
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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
で

一
歩
進
む
勇
気
を

東かがわ市議会を視察議会ＩＣＴ化
を

目指して

編
集
後
記

　

い
よ
い
よ
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
８
月
５
日

〜
21
日
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
９

月
７
日
〜
18
日
の
日
程
で
す
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、「
も

う
一
つ
の
」
と
い
う
意
味
の
パ
ラ

レ
ル
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
合
わ
せ

た
造
語
で
「
も
う
ひ
と
つ
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

参
加
選
手
は
、
誰
も
が
何
ら
か

の
障
が
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
選

手
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
現
実
を

受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

そ
こ
か
ら
生
き
る
活
路
を
見
つ
け

出
し
、
想
像
を
絶
す
る
努
力
で
記

録
に
挑
戦
す
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
姿
は
、
私
た
ち
に
感
動
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

人
生
で
打
ち
ひ
し
が
れ
た
気
持

ち
に
な
る
時
、
そ
の
選
手
の
顔
と

姿
を
思
い
出
せ
ば
、
一
歩
前
に
進

め
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
長
　
加
藤
正
員

　全国的に議会のICT（情報通信技術）化
が進む中、丸亀市議会でもペーパレス化や
事務効率化、経費削減などを図るため、
「タブレット端末」の導入について、議会
改革特別委員会で検討しています。

れまで、月１回の委員会のほか、先進地視
察や通信事業者の協力を得ての勉強会な

ど、多角的に議論を重ねてまいりましたが、さらな
る検討のため、7月14日に東かがわ市議会を視察し
ました。県内では東かがわ市と三豊市がタブレット
端末を導入しています。

かがわ市議会は昨年８月にＩＣＴ推進部会
を立ち上げ、導入に向けた検討を進め、各

種研修や執行部とのすりあわせを経て、今年４月か
ら議会で実際にタブレット端末を活用しています。
議員間や事務局との情報伝達、情報検索など、多く
の場面で活用しており、ペーパレス化や事務効率化
だけでなく、議会機能の向上と市民への対応の迅速
化が図られています。

察後、参加委員から「勉強になった。よく
理解できた」。「執行部も導入する必要がある

のでは」など、タブレット端末導入の課題について
前向きな議論が多く聞かれました。今後も、市民の
皆様の理解を得られるよう、導入の可否も含め、検
討を重ねてまいります。

議 会

まままやややもももよよよ
しししなななばばば

視

東

こ

７月
14日
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